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県議会だより／  月定例会の概要2

会期／2月22日から3月17日
　　　までの24日間

平成18年度当初予算
などを可決

■知事説明主旨
知事は、平成18年度当初予算について、以下に重点をおいて編成したと説明しました。
・人口減少の状況下、地域活力の維持や、本県の個性の活用をいかに行うか。
・さまざまな社会不安が増す中、県民の安全で安心な暮らしをどのように保障するか。
・これら諸問題解決の財源確保に向け、効率的で持続可能な財政構造への転換に積極的に取り組む。

■議決結果・意見書等
　　　項　目
知事提出の予算案件
　　〃　　条例案件
　　〃　その他案件
　　〃　　人事案件
議員提出の条例案件

請　　　　　　　願

意　　　見　　　書

 件 数
38件
54件
17件
1件
3件
1件

3件
5件
1件

結　果

可　決

同　意
可　決

否　決

採　択
継続審査
可　決

　　　　　　　　　　　　　概　要
平成18年度和歌山県一般会計予算等
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例等
平成18年度建設事業施行に伴う市町村負担金について等
和歌山県収用委員会の予備委員の任命につき同意を求めるについて
議会の議員の報酬の特例に関する条例の一部を改正する条例等
和歌山県議会議員の定数及び各選挙区において選挙すべき議員の数
を定める条例の一部を改正する条例
乳幼児医療費無料制度についての請願等
重症心身障害児者通園事業「ふくいくの園」の充実を求める請願等
皇室典範改正の慎重審議を求める意見書

【会期中の主な動き】
・議員定数については 2 議案提出され、現定数の 46 人で可決されました。議員報酬については 6%を 1 年間
　削減する事になりました。また、議員旅費の見直しも行われました。
・本会議の一般質問は17名の議員が登壇しました。
・主な質問とこれに対する知事や関係当局の答弁は次のとおりです。（要約抜粋）

●問い合わせ／県議会事務局調査課　☎073-441-3580
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一 般 質 問
 　

格
差
社
会

社
会
の
格
差
が
広
が
っ
て
い
る
と
言
わ

れ
て
い
る
が
、
格
差
の
縮
小
・
解
消
に
努
力
し
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
盛
り
込
ん
だ
改
革
遂
行

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

行
政
の
役
割
は
、
弱
い
立
場
の
人
を
支

援
す
る
こ
と
が
大
事
と
い
う
観
点
か
ら
新
年
度

予
算
で
も
重
点
を
置
い
て
い
る
。

　

第
２
次
市
町
村
合
併

第
１
次
合
併
に
よ
る
新
体
制
が
よ
う
や

く
ス
タ
ー
ト
し
た
中
で
、
平
成
21
年
度
末
ま
で

の
合
併
を
め
ざ
す
の
は
拙
速
で
は
な
い
か
。

新
し
い
法
律
は
平
成
21
年
度
ま
で
の
時

限
立
法
で
あ
り
、
地
元
で
十
分
議
論
し
て
、
今

後
の
方
策
を
出
す
こ
と
が
重
要
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

　

人
口
減
少
問
題

平
成
17
年
度
国
勢
調
査
の
結
果
に
よ
る

と
、
本
県
は
前
回
よ
り
３
万
３
８
５
１
人
減
少

し
、
減
少
率
は
全
国
２
位
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
の
認
識
は
。

人
口
減
少
は
地
域
活
力
の
低
下
に
つ
な

が
り
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
新

年
度
か
ら
少
子
化
対
策
や
企
業
誘
致
な
ど
人

口
減
少
対
策
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
。

　

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

野
生
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
防

止
対
策
に
早
急
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
生
態
や
防

止
手
法
の
研
修
会
開
催
、
防
護
柵
・
捕
獲
檻

の
設
置
、
鳥
獣
害
防
止
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
、

被
害
防
止
の
技
術
指
導
を
行
う
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

の
育
成
な
ど
に
取
り
組
む
。

　

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例

「
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を

県
民
に
理
解
し
、
協
力
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
広
報
・
啓
発
活
動
に
工
夫
を
凝
ら
す
べ
き

で
は
。

効
果
的
な
広
報
で
県
民
に
周
知
し
て
い

き
た
い
。

　

男
女
共
同
参
画
計
画
の
推
進

県
の
審
議
会
等
委
員
に
し
め
る
女
性
委

員
の
割
合
は
「
審
議
会
等
へ
の
女
性
の
参
画
促

進
要
綱
」
に
示
さ
れ
た
目
標
数
値
に
近
づ
き
つ

つ
あ
る
が
、
さ
ら
に
目
標
値
を
引
き
上
げ
、
政

策
決
定
の
場
に
女
性
の
意
見
を
反
映
で
き
る
よ

う
望
む
。チ

ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
な
ど
を
実
施
す

る
こ
と
に
よ
り
、
女
性
人
材
の
養
成
・
発
掘
な

ど
に
努
め
、
登
用
率
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

　

ひ
き
こ
も
り
対
策

ひ
き
こ
も
り
対
策
に
つ
い
て
は
、
国
の

対
策
を
待
つ
の
で
は
な
く
和
歌
山
独
自
の
施
策

で
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
協
働
に
よ
る
「
社
会
的

ひ
き
こ
も
り
者
社
会
参
加
促
進
事
業
」、
本
人

や
家
族
か
ら
の
相
談
に
対
応
で
き
る
人
材
育

成
、
居
場
所
づ
く
り
の
拡
大
な
ど
一
層
努
力
し

て
い
く
。

　

医
師
不
足

公
立
那
賀
病
院
で
は
、
派
遣
医
師
の
減

少
や
独
立
開
業
な
ど
の
た
め
、
３
月
末
に
は
内

科
医
師
が
い
な
く
な
る
が
、
ど
の
よ
う
に
対
応

す
る
の
か
。

転
院
先
の
紹
介
等
適
切
な
措
置
を
と
る

よ
う
病
院
に
指
示
し
、
那
賀
医
師
会
に
患
者
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て
協
力
を
依
頼
し
た
。
医
療

関
係
者
で
構
成
す
る
「
医
療
対
策
特
別
委
員

会
」
に
お
い
て
医
師
確
保
対
策
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
く
。

　

地
域
医
療
対
策

県
立
医
大
で
は
、
医
師
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
の
た
め
に
県
外
へ
の
出
向
も
推
奨
し
て
い
る

と
聞
く
が
限
ら
れ
た
人
材
の
中
、
県
内
基
幹
病

院
へ
の
医
師
派
遣
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
で
は
な

い
か
。「

地
域
へ
の
医
師
の
供
給
」「
全
国
に
通

じ
る
医
師
の
育
成
」
ど
ち
ら
も
重
要
で
あ
り
、

バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
研
修

医
の
確
保
に
努
め
て
お
り
行
政
と
連
携
し
な
が

ら
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
。

　

障
害
者
自
立
支
援
法

４
月
か
ら
の
障
害
者
自
立
支
援
法
施
行

に
向
け
て
県
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
聞
き
た

い
。

市
町
村
に
対
し
、
専
門
性
の
高
い
相
談

支
援
、
複
数
の
市
町
村
に
よ
る
認
定
審
査
会
の

共
同
設
置
等
障
害
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る

体
制
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

　

重
度
心
身
障
害
児
者
医
療
助
成
制
度

今
年
の
８
月
１
日
か
ら
65
歳
以
上
で
新

た
に
重
度
心
身
障
害
者
に
な
っ
た
人
を
制
度
対

象
か
ら
除
く
と
い
う
改
定
は
、
制
度
の
後
退
で

は
な
い
か
。

本
制
度
は
、
若
年
期
か
ら
の
重
度
心
身

障
害
児
者
の
方
は
、生
活
基
盤
が
脆
弱
で
あ
り
、

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
た
め
に
と
の
本

来
の
趣
旨
の
も
と
に
改
正
す
る
も
の
で
あ
り
、

65
歳
以
上
で
新
た
に
重
度
心
身
障
害
者
に
な
っ

た
方
に
は
老
人
保
健
法
に
よ
る
特
別
措
置
等
が

講
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

台
湾
か
ら
の
観
光
客
誘
致

４
月
か
ら
７
月
ま
で
台
湾
か
ら
の
チ
ャ

ー
タ
ー
便
が
南
紀
白
浜
空
港
に
就
航
見
込
み

で
あ
る
。
こ
の
機
会
を
と
ら
え
、
受
け
入
れ
体

制
や
Ｐ
Ｒ
活
動
の
充
実
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
台
湾
か
ら
の

観
光
客
が
増
え
る
よ
う
な
政
策
を
、
県
も
協
力

し
て
進
め
て
い
く
。

　

紀
北
西
道
路
の
早
期
着
工

関
西
国
際
空
港
に
近
接
し
た
県
北
部
の

地
の
利
を
活
か
す
た
め
紀
北
西
道
路
、
特
に
岩

出
ＩＣ
か
ら
雄
ノ
山
の
和
歌
山
ＪＣ
へ
の
早
期
着

工
を
国
に
対
し
て
働
き
か
け
る
こ
と
も
重
要
で

は
な
い
か
。

か
ね
て
よ
り
要
請
し
て
い
る
が
、
今
後

は
そ
の
有
用
性
を
具
体
的
に
示
し
要
求
し
て
い

き
た
い
。

　

通
学
路
の
安
全

子
ど
も
た
ち
が
犠
牲
と
な
る
事
件
が
相

次
い
で
い
る
が
、
学
校
で
の
通
学
路
の
児
童
・

生
徒
の
安
全
確
保
へ
の
取
り
組
み
は
。

県
内
全
小
学
校
で
一
斉
に
登
下
校
の
見

守
り
活
動
を
行
う
日
を
設
け
、
地
域
で
子
ど
も

を
守
っ
て
い
く
気
運
を
高
め
た
り
、
安
全
啓
発

フ
ァ
イ
ル
を
配
布
し
て
安
全
意
識
の
向
上
に
努

め
る
。

　

教
育
に
お
け
る
伝
統
の
意
義

教
育
に
お
け
る
伝
統
の
意
義
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

自
国
や
郷
土
の
伝
統
・
文
化
の
価
値
を

子
ど
も
た
ち
が
理
解
し
、
日
本
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
つ
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を

通
し
て
他
国
の
文
化
や
伝
統
を
尊
重
す
る
態
度

も
育
ま
れ
る
と
思
う
。

　

高
校
入
試
制
度
の
周
知

平
成
１９
年
度
か
ら
高
校
入
試
制
度
が
変

わ
る
が
、
生
徒
へ
の
周
知
等
の
取
り
組
み
は
。

平
成
１８
年
３
月
中
に
中
学
２
年
生
全
員

と
保
護
者
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
６
月

に
は
高
等
学
校
ご
と
の
具
体
的
な
選
抜
方
法
な

ど
に
つ
い
て
、
中
学
校
等
へ
の
説
明
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
新
し
い
入
試
制
度
の
周
知
に
努
め

る
。

　

高
等
学
校
再
編
整
備

高
等
学
校
の
再
編
整
備
に
つ
い
て
は
、

学
校
の
統
廃
合
だ
け
で
な
く
、
人
員
の
効
率
的

な
運
用
な
ど
も
考
え
、
生
徒
を
中
心
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。

統
合
す
る
場
合
は
、
そ
の
後
の
学
校
の

在
り
方
に
つ
い
て
そ
れ

ぞ
れ
の
学
校
の
教
育
活

動
や
地
域
の
実
情
等
を

勘
案
し
て
検
討
す
る
。

現
段
階
で
は
、
入
学
者

等
の
状
況
を
見
守
り
た

い
。

お
り


